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会  議  録   

 

会 議 名 燕市健康づくり推進委員会 

事 務 局 健康福祉部健康づくり課 

開催日時 
平成 30 年 2 月 1 日（木）  

午後 1 時 30 分から午後 3 時 00 分 

開催場所 燕市役所 301 会議室 

出 

席 

者 

委  員 

甲田委員、高井委員、外石委員、武藤委員、坪川委員、捧委員（欠席）、

柴山委員（欠席）、曽根委員、岩本委員（欠席）、高畑委員、平原委員、

中川委員、川瀬委員、田村委員（欠席）、大滝委員、田中委員、丸山委員

（欠席）、櫻井委員、亀倉委員、込山委員（欠席）     

事務局等 

健康福祉部：小林部長、金子副部長／健康づくり課：佐藤課長、丸山副

主幹、細貝副主幹、南波補佐、五十嵐副参事、篠田副参事、坂井副参事、

高野専門員、高宮専門員／保険年金課：本間課長／長寿福祉課：熊谷課

長／社会福祉課：田瀬課長／社会教育課：赤塚補佐 

公開可否 ☑可 □不可 □一部不可 傍聴者数 ０人 

公開不可・一部不可

の場合はその理由 
 

次  第 

 

1 開会  佐藤課長 

 

2 あいさつ 甲田副会長 

 

3 議 題 

（1）第 3 次燕市健康増進計画策定について 

（2）平成 29 年度燕市健康増進計画重点事業の取組と成果・課題 

及び方向性について 

（3）その他 

 

4 閉 会  小林部長 
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平成 29 年度第 3 回燕市健康づくり推進委員会 会議録要旨 

 

     平成 30 年 2 月 1 日（木） 

                          午後 1 時 30 分から 3 時 00 分 

                          燕市役所 301 会議室 

 

（1）第 3 次燕市健康増進計画策定について 

 

《事務局説明》 

   

○委員 

計画の 70 ページにおける子宮がん検診の平成 28 年度の現在値が 72.1%となってい

るが、平成 34年度の目標値が 62.0%と低くなっているのはなぜか？ 

 

  ○事務局 

 燕市の子宮がん検診の受診率は他市町村と比べて高い状況にあります。また、他市

町村は 2年に 1回の検診を実施しておりますが、燕市はガイドラインとは別に、毎年

検診を実施しております。国は 50％以上を目標値に設定しておりますが、燕市第２次

総合計画を策定する際に、調整をかけて 62.1％に設定した経緯があり、この燕市第２

次総合計画との整合性をとり 62.1%に設定いたしました。今後目標値について検討し

ていきたいと思います。 

 

  ○議長 

 計画の 69ページの成果指標の考え方で、要介護者の認定率については平成 34年度

の高齢者人口の推移を調整した認定率ととらえてよいのか？ 

 

  ○事務局 

 今後の高齢者人口の推移、要介護者の認定率の推移、自然増等を加味した中で推計

した要介護者の認定率となっております。 

 

  ○議長 

 この策定した健康増進計画は、どのようにして皆様にお知らせすることになるの

か？ 

 

  ○事務局 

市民の皆様全員にお配りすることはできないので、ホームページ等でお知らせする

ことになります。委員の皆様、議員、医師会等関係機関の皆様に配布する予定になっ

ております。また、公共施設に他の計画とあわせて置かせていただく予定となってお

ります。 

 



3 

 

  ○委員 

 誰もが見れる媒体でお知らせする方法も必要ではないかと思いますが・・・。 

 

  ○事務局 

 多くの方々から見ていただくよう周知していきたいと思います。 

 

 

（2）平成 29年度燕市健康増進計画重点事業の取組と 

成果・課題及び方向性について 

 

《事務局説明》 

 

  ○議長 

 資料-2の 2ページの下段に「継続取り組み者の健診データや健康行動の変化につい

て分析し、事業の成果検証を継続する。」とあるが、事業を何年かやってきて健康行

動の分析は進んでいるのか？ 

 

  ○事務局 

 計画の 18ページの図 16は健診データの変化【BMI】、図 17は健康行動の変化【定

期的な運動】が簡単ではありますが記載されております。図 16において、燕市全体、

登録者と比べて報告者は BMIが減少、維持している割合が高くなっています。また図

17において、燕市はメタボリックシンドロームの割合が高い状況にあり、それを解決

するためにこの事業を実施しおります。一日、合計 30分以上、週 2回以上運動する

ことに取り組んでいる人、この事業を継続している人の割合が高くなっており、今後

とも継続して成果分析をしていきたいと思います。 

 

  ○議長 

 メタボリックシンドロームについては、平成 27年度は、残念ながら増えているが、

今後も成果検証を実施して行ってほしいと思います。 

資料-2の 9ページにある依存症はアルコール依存症のことでしょうか？ 

 

  ○事務局 

 メインは、アルコール依存症ですが、この講座では、アルコール依存症、ギャンブ

ル依存症、ゲーム依存症等いろんな依存症について講義をしていただきました。そう

いった依存症を総括して依存症と標記させていただきました。 

 

  ○委員 

 市民の皆さまから計画をご覧いただくように PRしていってほしいと思います。 
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（3）その他 

  ○事務局 

   チラシの説明 

3月 10日（土）に元気まつり 2018が、吉田産業会館において開催予定。 

3月 3日（土）に「子どもの貧困問題について考える」をテーマに、地域で子

どもを育てるための講演会を吉田産業会館において開催予定。 


